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0．発表の概要

・2020年度島根県⽴⼤学の秋学期に試みた、オンラインツール
を介した異⽂化間の交流授業による韓国語教育の実践報告を⽬的
とする。
・教育現場の課題の解決策として、ICT（Information and 
Communication Technology）利⽤の教育を⾒直し、多様な授業
モデルの可能性を探る。
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1. 背景：島根県⽴⼤学の英語ゼミ

＜多⽂化理解特別演習Ⅰ・Ⅱ＞

• GPE(Global Partner in Education)のメンバーとして、2010年
から海外⼤学の学⽣とインターネットを介して、ディスカッ
ションを⾏ったり、共同でプレゼンテーション課題に取り組む
ことにより、異⽂化理解を深めることを⽬的とするICT活⽤の
授業。
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GPE(Global Partner in Education)とは

• ECU(East Carolina University)を拠点とする、世界25ヵ国、45
⼤学の加盟校からなる教育と研究のための国際的なコンソーシ
アム。→ https://thegpe.org/about-gpe/
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GPE(Global Partner in Education)とは

•2007年に設⽴され、国際的な共同授業の運営、
共同プロジェクトの実施、国際会議の開催、学会
誌の出版等を⾏なっている。

→ ECU(East Carolina University)で、海外に⾏けな
い学⽣のために、オンラインを利⽤し、海外の⼈と交流
することにより、異⽂化間の理解を深られるよう、2003
年に試験的に実施した授業がその始まり。
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GPEの教育活動

•毎年4000⼈以上の学⽣に対してグローバルな異⽂化理
解の授業を提供している。

→ パートナー校のアレンジ（加盟校同⼠）

→ 共通シラバスの作成

→ 授業運営や評価法のガイド
2021/3/26 7



2．多⽂化理解特別演習科⽬の取り組み

① ワンセメスター×３ヵ国（⼤学）と共同授業

② １⼤学と４回〜5回：家族・社会・⽂化等

③ パートナー校の国のことについて共同プレゼ
ンテーション
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2．多⽂化理解特別演習科⽬の取り組み
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2.1 ECUとの取り組み

・ECUの演劇学科と2010からテレビ会議による共同
プロジェクト実施

島根出雲の神話・
童話等を英語で語
る

同期型（ZOOM・ポリコム）

物語を演劇とし
て公演
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3. 韓国語授業における試み

・2018年〜2019年（春）*：韓国語Ⅱ（B）〜韓国語
Ⅳ（B）

・ソウル神学⼤学の⽇本語学科１〜２年⽣
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＊夏の短期研修（蔚⼭）に参加予定者も含まれる



3. 韓国語授業における試み

2021/3/26 17



3. 韓国語授業における試み

・⽇・韓学⽣を１：２、１：１でマッチング作業

・⾃⼰紹介・⼀つの質問（⽬標⾔語）
→ 答える時は、⽬標⾔語・⺟語使⽤指導
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・（パソコン経由の）LINE電話を介したテレビ
会議：計５回



3.1 限界と成果

① 授業時間を合わせることが難しい
→ 授業時間の変更・⼀部の時間を活⽤
→ 単発的・イベント的

② レベルのばらつきや交流に関する認識の違い
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③ ICTツールの活⽤に不慣れ
→ 限られた内容の交流しかできない



3.1 限界と成果

・8⽉の異⽂化理解研修の後に、ソウルで実施す
るワークショップ*の事前打ち合わせ

ⅰ）異⽂化理解研修：夏季休みに約３週間実施さ
れる短期研修（２単位）→ 蔚⼭⼤学

ⅱ）ⅰ）の終了後、ソウルに移動、ソウル神学⼤
学の⽇本語学科とワークショップ（2018年から）
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3.1 限界と成果

＊ソウル神学⼤学の⽇本語学科とワークショップ

① ３つのトピックスについて⽇韓学⽣の共同
プレゼンテーション
② 地元⾼校訪問・交流
③ ホームステイ・DMZ訪問等
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3.1 限界と成果

・ワークショップに参加予定の学⽣は、事前にペ
アの学⽣と顔合わせ

・円滑なワークショップ・交流が可能
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4．2020年度秋学期授業の試み

1. 授業の実施形態

・MS社のTeams使⽤のオンライン授業
→ ZOOM併⽤

・リアルタイム（同期型）、オンデマンド（⾮同
期型）併⽤
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4．2020年度秋学期授業の試み

2. 概要

・ZOOMを介した⽇・韓両⼤学の交流授業

・島根県⽴⼤学「韓国語Ⅰ（B）」とソウル神学
⼤学「⽇本語学科1年⽣」→ 計 37名が参加

・3つのトピックスについて、それぞれの⽬標⾔語
で交流＋⾃由会話（⾔語制限無）：２時間30分
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４．2020年度秋学期授業の試み

3．ねらい
1. 3つのトピックスの準備による韓国語スキル
の向上。
2. 異⽂化間コミュニケーション能⼒の向上
3. 感染症により、現場が抱えている問題の打開
策←短期研修の中⽌、学習のモチベーション
の低下等
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韓国語Ⅰ（B）：初級クラス

１．レベル・実施⽅式

① 本学の第２⾔語科⽬は、秋学期から始まる
→ ⼊⾨

②（45分×週２回）＋会話・聴解Ⅰ（90分×週１
回）→ 90分×週２回

＊12回＋3回（時間割変更）：12⽉末で学期終了のため
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韓国語Ⅰ（B）：初級クラス

２．授業の構成員

① 12名（⼥：9名、男：3名）
→ 中国⼈留学⽣1名：中国現地から参加

②独学等による学習歴有り：6名（⼥）
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4.1 交流授業の参加構成員

① 韓国語Ⅰ（B）＋5名 → 計17名

・1年間の留学経験：1名（男）
・短期研修経験：1名（約250時間以上）
・ダブルディグリークラス：2名（約200時間）
・2年⽣：1名（約100時間）
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4.2 交流授業の事前準備

① 3つのトピックスの作⽂課題

② ①のフィードバックの動画：streamにup

③ ②の発⾳練習の動画作成（課題）

④③のフィードバック
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① 3つのトピックスの作⽂課題

a. 韓国語（⽇本語）を勉強したいと思った理由・
きっかけは？

b. 韓国（⽇本）で⾏ってみたい所は？

c. コロナ禍でどのように⼤学⽣活を送っているの
か？
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③発⾳練習の動画作成 ⇄ フィードバック
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4.3 両⼤学の教員間の打ち合わせ

１）トピックスの選定：レベル等を考慮

２）グループ分け：名簿作成

３）アンケート作成
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２）グループ分け

① １グループ3名〜4名：９グループ
→ ⽇・韓学⽣の割合（2対2・1対2）
→ 男⼥の割合も考慮

②各グループに司会者1名（上級者）
→主に、グループ活動の進⾏を担当

③グループ活動は前半・後半2回
→ 前半の司会者は、韓国の学⽣

後半の司会者は、⽇本の学⽣
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２）グループ分け



4.4 交流授業の当⽇の流れ

１）全員で⾃⼰紹介：⼤学名、学科、学年等

２）各グループに分かれる：20〜25分

４）全員で別れの挨拶

３）各グループに分かれる：20〜25分
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全員で⾃⼰紹介 グループワーク
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グループワーク：教員は様⼦を⾒て回る
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別れの挨拶 グループワークの様⼦
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4.5 アンケート項⽬
（15名：7名＝計22名）

① 3つのトピックスを⽬標⾔語で相⼿に伝えることができたか？
② 交流の際、韓国語と⽇本語の割合
③ お互いうまく伝わらなかった時のコミュニケーション⽅法
④ ⾃由会話では何について話をしたのか？
⑤交流授業の良かった点、改善してほしい点
⑥交流授業にまた参加したいかどうか？
⑦オンラインのトラブルの有無
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4.6 アンケート結果
②交流の際、韓国語と⽇本語の割合
《島根県⽴⼤学》
・ほとんど韓国語：4名
・５対５：2名
・３対７：1名（韓国語が3）

《ソウル神学⼤学》
・ほとんど⽇本語：1名
・７対３：10名（⽇本語が7）
・５対５：2名
・３対７：2名（⽇本語が3）
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4.6 アンケート結果

③お互いうまく伝わらなかった時のコミュニケーション⽅法

・ジェスチャー、⾔い回し
・翻訳アプリ
・携帯で写真を⾒せる
・⽇本語（韓国語）を混ぜて会話
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4.6 アンケート結果

④⾃由会話では何とついて話をしたのか？

・ゲーム、アニメーション
・ハマっているドラマや芸能⼈
・コロナ禍で流⾏っているもの
・⾔語学習の難しさ
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4.6 アンケート結果

⑤交流授業の良かった点、改善してほしい点

《島根県⽴⼤学》
・⾃分の韓国語が伝わって会話ができていることを実感できてよかった。
・同じような趣味を持った⼈同⼠で会話ができたらもっと楽しく話しやすくなると思った。
・司会者が決められていて、スムーズに進んだ。
・韓国の学⽣の⽇本語がすごく喋れていて⾃分も韓国語で喋れるようにもっと勉強しない
とと刺激を受けた。
・2回⽬のグループ活動ではメンバーが６⼈だったが、4⼈の⽅が話し安い。
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4.6 アンケート結果

⑤交流授業の良かった点、改善してほしい点

《ソウル神学⼤学》
・⽇本語を使って⽇本の学⽣と会話することができて本当に良かった。
・会話をしながら授業で学習した⽂法・単語を使えることができた。どうやって伝えれば
いいのかずっと考えたので⽇本語学習に役⽴った。
・グループ活動の時間が短い。
・語学⼒の⾜りなさを実感した。
・相⼿が韓国語をあまり話せなかったので、⼤変だった。
→ 本⼈が⽇本語をあまり話せなかったから（？）
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5．今後の課題と発展

① 学期のずれによる交流授業の回数

② 時間割と授業時間のずれ

③ レベル合わせ（⼀定の学習時間のクリア）

④交流授業の内容の多様性
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5．今後の課題と発展

① 韓国語科⽬→ ICT活⽤の授業（回数制限有）

② 2021年度→ 5回の交流授業を予定

③⾮同期型の交流を積極的に活⽤
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5．今後の課題と発展

④学⽣同⼠の共同プレゼンテーション
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⑤ 教育現場で抱えている問題の解決策として期待



ご清聴ありがとうございました。
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